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                         青
年
部
（
澤
田
倫
幸
部
長
）
は
６
月
26
日
に
、
農
協
の

美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、依
田
地
区
の
コ
ン
バ
イ
ン
格
納

庫
周
辺
と
札
内
豊
町
の
野
菜
集
出
荷
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
草

刈
り
、
街
路
樹
の
枝
払
い
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

青
年
部
の
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

ＪＡ広報誌の記事を中心に毎月
のトピックスを紹介します。 

２０１２年９月 

第
43
回
十
勝
総
合
畜
産
共
進
会
（
十
勝
農
協
連
主
催
）
乳
牛
の
部
が
８
月
26
日
、

音
更
町
内
の
十
勝
農
協
連
家
畜
共
進
会
場
（
ア
グ
リ
ア
リ
ー
ナ
）
で
開
催
さ
れ
、
当
農

協
よ
り
、
第
１
部
に
久
保
田
祝
光
（
良
幸
さ
ん
の
息
子
さ
ん
）
、
第
８
部
に
中
村
友
作

さ
ん
（
由
治
さ
ん
の
後
継
者
）
、
第
10
部
に
藤
原
広
さ
ん
、
第
11
部
に
久
保
田
良
幸

さ
ん
が
出
陳
し
ま
し
た
。 

乳
牛
改
良
同
志
会
会
員
の
協
力
や
皆
様
の
応
援
の
も
と
、
見
事
３
名
の
方
々
が
、
来

る
９
月
22
日
～
23
日
に
勇
払
郡
安
平
町
早
来
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
２
０
１
２
北
海

道
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。 

第
１
部
に
出
陳
し
た
久
保
田
祝
光
さ
ん
は
、
農
業
高
校
枠
で
直
接
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ

ウ
・
ジ
ュ
ニ
ア
カ
ッ
プ
と
リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
、
第
８
部
に
出
陳
。
１
等

賞
４
席
の
中
村
友
作
さ
ん
は
第
11
部
に
出
陳
。
１
等
賞
２
席
の
久
保
田
良
幸
さ
ん
の

３
名
が
出
場
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
の
熱
い
応
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
皆
様

の
熱
い
応
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

第10部に出陳した藤原広さんと同志会会員の皆さん 

第８部に出陳した中村友作さん 
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７
月
17
日
か
ら
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
女
性
部
管
外

研
修
旅
行
が
行
わ
れ
、
部
員
13
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

１
日
目
は
、
今
回
の
視
察
研
修
の
一
番
の
見
所
で
あ

る
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」
観
覧
で
す
。
世
界
三
大
サ
ー

カ
ス
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
木
下
大
サ
ー
カ
ス
の
89

年
ぶ
り
と
な
る
札
幌
公
演
は
、
連
日
大
勢
の
観
客
で
賑

わ
い
、
世
界
猛
獣
シ
ョ
ー
や
地
上
15
メ
ー
ト
ル
で
行
わ

れ
る
決
死
の
空
中
大
車
輪
、
空
中
ブ
ラ
ン
コ
シ
ョ
ー
な

ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
観
客
を
魅
了
、
部
員
一
同
に

手
に
汗
握
る
展
開
に
大
満
足
な
２
時
間
で
し
た
。
そ
の

後
一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
こ
の
日
の
宿
で
あ
る
支
笏

湖
に
向
か
い
ま
し
た
。
宿
泊
先
は
、
常
に
人
気
温
泉
ラ 

 

ン
キ
ン
グ
上
位

に
位
置
す
る
、 

「
し
こ
つ
湖
鶴
雅

水
の
謌
」
で
す
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

オ
ー
プ
ン
３
年

目
の
館
内
は
洗

練
さ
れ
た
雰
囲

気
で
、
温
泉
で

し
ば
し
農
作
業

の
疲
れ
を
癒
し
、

美
味
し
い
料
理

に
舌
鼓
を
打
ち
、

居
心
地
の
い
い

琉
球
畳
の
部
屋 

 

で
は
日
頃
忙
し
い
日
常
を
忘
れ
、
お
喋
り
に
花
が
咲
き 

ま
し
た
。 

 

２
日
目
は
、
昨
年
夏
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し 

た
新
千
歳
空
港
へ
。
商
業
施
設
が
拡
大
し
、
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
が
新
規
オ
ー
プ
ン
す
る
な
ど
、

地
域
住
民
も
楽
し
め
る
滞
在
型
モ
ー
ル
へ
と
生
ま
れ

変
わ
っ
て
お
り
、
特
に
北
海
道
各
地
の
素
材
に
拘
っ

た
店
舗
が
軒
を
連
ね
る
物
販
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
れ

も
こ
れ
も
と
目
移
り
し
な
が
ら
家
族
へ
の
お
土
産
を

選
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
行
は
北
海
道
キ
ッ

コ
ー
マ
ン
へ
。
工
場
に
入
っ
た
瞬
間
か
ら
香
ば
し
い
し

ょ
う
ゆ
の
香
り
に
包
ま
れ
て
驚
き
ま
し
た
。
し
ょ
う
ゆ

の
製
造
工
程
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
、

も
ろ
み
の
熟
成
の
様
子
や
、
し
ょ
う
ゆ
の
色
・
味
・
香

り
を
体
験
し
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
し
ょ
う
ゆ

に
つ
い
て
、
一
同
発
見
の
連
続
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
事
務
局
・
森 

瞳
） 

              

   
 

女
性
部
の
１
日
バ
ス
研
修
が
８
月
20
日
に
、
実
地
さ 

れ
ま
し
た
。
一
行
を
乗
せ
た
バ
ス
は
、
音
更
町
の
柳
月

ス
イ
ー
ト
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
・
よ
つ
葉
乳
業
十
勝
主
管
工

場
へ
。
世
間
で
は
ブ
ー
ム
到
来
の
工
場
見
学
だ
け
に
、

平
日
で
あ
り
な
が
ら
大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
鹿
追
町
に
向
か
い
大
平
原
の
小
さ

な
家
で
の
田
舎
料
理
バ
イ
キ
ン
グ
で
す
。
地
元
で
採
れ

た
新
鮮
な
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
て
お
り
素
材
本

来
の
味
に
は
、
目
も
舌
も
心
も
満
足
な
様
子
で
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
の｢

十
勝
千 

年
の
森｣

で
の
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
を
堪
能
。日 

高
山
脈
と
十
勝
平
野
の
接
点
に
位
置
し
、
北
の
大
地 

に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ケ
ー
ル
を
持
ち
、
自
然
の
営
み
と 

一
体
と
な
る
「
北

海
道
ガ
ー
デ
ン
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に

４
つ
の
庭
を
展
開

し
お
り
、
中
で
も

ガ
ー
デ
ン
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
十
勝
の
自

然
に
イ
マ
ジ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
喚
起
さ

れ
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
メ
ド
ウ
ガ
ー
デ

ン
」
に
一
同
は
感

動
の
連
続
で
し
た
。 

 

 

恵庭岳に沈む夕陽（支笏湖畔より） 


